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教員 と して の 資質の 形成要因

教育系学部の 学生 に対す る質問紙調査 を もとに して

小山　治 （青山学院大学）
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1 問題設定

　本発表 の 目的は、教員養成課程 を含む教育系学

部の 学生に対す る質問紙調査によっ て 、教員 とし

て の 資質の 形成要因を明 らか にす るこ とで ある。

　 「大学にお ける教員養成」 と 「開放制 の 教員養

成 」 と い う2 つ の 原則 の もと で 、教員 と し て の 資

質 （能力）の 形成は常に 重要 な政策課題 と な り続

けて きた よ うに思われ る。例 えば、中央教育審議

会の 答申で ある 「教職生活 の 全体を通 じた教員の

資質能力の 総合的な向上方策につ い て」 （2012年

8 月 28 日）によれば、「これ か らの 教員 に求めら

れ る資質能力 」 と して、「教職に対す る責任感、探

究力、教職生活全体を通 じて 自主的に学び続ける

力」、「専門職と して の 高度な知識 ・技能」、「総合

的な人間力 」 が 挙げられ て い る。

　
一

方、先行研究で は、東京大学教育学部総合教

育科学科比較教育社会学コ ース （2012）の よ うに、

教育実習の よ うな特定の 教育実践が教員と して の

資質に対して及ぼす影響に つ い て分析が行われて

きた。 しか し、そ こ で は、そ うした教育実践に お

けるどの よ うな経験が学生の教員として の資質を

高め るの かとい う点 に つ い て は十分に明らか に さ

れ て い な い よ うに思われる。

　以上を踏まえて、本発表 で は、教育実習 ・模擬

授業に おける （学生 の ）裁量発揮経験 に着 目 し、

それ が 教員 と して の 資質に対 して どの よ うな効果

を もた らす の か とい う問い を明らか にする。

　なお、本発表では、教員の 資質に関する個別 の

能力項 目には踏み込まない 。なぜなら、大学にお

ける教員養成 （特に本発表 の 主たる調査対象 で あ

る小学校教員養成）で は基礎的で総合的な資質 の

形成が重視され て い る と考えられるか らである。

2　分析データ

　本発表 で使用す る分析データ は 、全国の 4 年制

大学 15校 の 教育系学部に所属する 1−4 年生に対

して 実施 された質問紙調査 のデー
タで ある。この

調査が想定する 母集団は、全国の 小学校教諭一種

免許状を取得で き る通学課程の教育系学部に所属

して い る学生 で ある。

　調査時期は、2011 年 10 月から 12 月まで で あ

る。調査 の 依頼 は、調査対象校 の 大学教員に対 し

て 行 っ た、質 問紙 の 回収に際 しては、原則 として、

  教室内にお ける集合調査法 と、  教室内で 配布

した質問紙を後 日大学に持参 して もらう方法を併

用 し、い ずれ も大学単位 で質問紙を回収 した。

　有効回収数は 2001 ケ
ー

ス で あ り、 有効回収率

は 87．9％で ある。 本発表 で は、こ の うち、  日本

人学生 で、  サ ン プ リン グ時に設定 した調査対象

学部 に所属 してお り、  教育系学部以外 の 他学部

生 で はな く、  現在教員を志望 して い る者を分析

対象 とする （該当者は 1362 ケ
ー

ス ）。

3　分析対象の基本的な特徴

本発表の 分析対象 の 基本的な特徴を確認する 。

　性別 に っ い て み る と、男子 は 46．5％、女子 は

53．4％、無回答は 0．1％となっ て い る。大学設置

主体に っ い て み ると、国立大学の者が 72．8％、私

立大学の者が 27．2％となっ て い る。学部に つ い て

は、小学校教諭
一
種免許状の 取得が卒業要件とな

っ て い る学科 ・
課程に所属 して い る者は 68．8％、

そ うで は ない 学科 ・
課 程に所属 し て い る者 は

31．2％とな っ て い る。学年に つ い て み る と、1 年

生は 30．7°

／．、2 年生 は 45．5％、3 年生 は 16．4％、

4 年生 は 6．9％、無 回答は O．4％とな っ て い る。

　従属変数で ある教員と して の資質は、「学校の 先

生と して の 資質（教え方 ・
子 どもとの 接し方など）」

に つ い て 、  「大学の教員に資質を ほ め られた」、

  「大学の友だちに資質をほ め られた 」、  「両親

などの親族に資質をほ められた」 とい う3 っ の質

問項 目 （い ずれ も 4 件法）の 合成変数で ある。各

質問項 目につ い て、「とて もあて はまる」
− 4 点〜

「ま っ た くあて は まらな い 」
＝1点 として 合算 し、

他者評価による 教員資質得点 と した （範囲 3−12、

平均 6．89
、 標準偏差 2，16、ア ル フ ァ係数 0．744）。

他者評価による教員資質得点をカテ ゴ リー変数 と

して 使用す る場合 、 分布がで き る だけ半々 に な る

ように、3−6 点を 「低い 」 （42．2％）、7・12点を 「高

い 」 （57．8％） とした （N ＝ 1354）。
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4　分析

　4．1 教育実習
・模擬授業の受講経験の効果

　最初に、教育実習の 受講経験、模擬授業などの

実践的授業の 受講経験を独立変数と し、他者評価

に よ る教員資質得点を 従属変数と した ク ロ ス 集計

を行 う。

　それによれば、2 つ の 独立変数には他者評価に

よる教員資質得点を高め る効果がある こ とがわか

る。教育実習を取 っ た者で他者評価に よ る教員資

質得点が高い者は 71．9％で ある の に対 して、それ

を取らなか っ た者で 当該得点が高い者は 49．9％
に過ぎない （0．1％水準で有意）。また、模擬授業

などの 実践的授業を取っ た者で他者評価による教

員資質得点が高い 者は 6L9％で あ るの に 対 して、

そ れ を取 ら な か っ た 者で 当該 得点が 高 い 者 は

42．2％に過ぎない （O．1％水準で有意）。

　4．2　裁量発揮経験の効果

　それ で は、教育実習や模擬授業におけ る学生 の

裁量発揮経験に着 目する と、どの よ うな関連 がみ

えて くる だ ろ うか。

　図 1 は 、教育実習や模擬授業に おけ る学生 の 裁

量 発揮経験 （自分の 思 い 通 りの 教え方を発揮 で き

る経験）を独立変数 とし、他者評価 に よる教員資

質得点を従属変数と した ク ロ ス 集計 の 結果 をまと

め たもの で あ る 。 それ に よれ ば 、 他者評価による

教員資質得点は、教育実習や模擬授業で の 裁 量発

揮経験が多い者で最も高く、 教育実習 ・模擬授 業

の受講経験がない者で最も低 くな っ て い る。 なお、

こ の 傾向は、学年 （1 ・2年生 と 3 ・4年生）を統

制して も観察される 。

図 1　裁量発揮経験 × 他者評価 に よる教員資質得点
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　4．3　多変量解析

　以上 か ら、教育実習や模擬授業を受講する こ と、

さらにその 中で裁量発揮経験が多い こ とが、教員

として の 資質を高め る こ とが示唆された 。 こ の こ

とをさらに検証するため に、  属性 ・社会階層等

の 変数 （男子ダミー変数、国立大学ダ ミ
ー

変数、

学年、親教師ダミ
ー変数、実家の 所有財得点、実

家の 蔵書数、成績 A 以上 の 割合）、  裁量発揮経

験変数 （基準変数は、教育実習
・模擬授業の 受講

経験なしダミー変数）、  大学外 の 教育に 関する学

習経験 （子 どもと接する ボ ラ ン テ ィ ア ・部 ・サー

クル 活動やっ た ダミー変数、塾講師 ・家庭教師の

ア ル バ イ トやっ た ダ ミー変数）を独 立変数と し、

他者評価 によ る教員資質得点を従属変数と した重

回帰分析を行っ た。

　そ の結果、ク ロ ス 集計の結果 と同様に、教育実

習や模擬授業で の裁量発揮経験が多い ダ ミー変数

に最も強い有意な正 の効果がみ られた。

5 結論

　これ まで の 分析結果 は、次の 3 つ の 形 に集約す

る こ とがで きる 。

　第 1 に 、模擬授業などの 実践的授業の 受講経験、

教育実習の受講経験は 、 他者評価による教員資質

得点 に対 して有意な正 の 効果をもた らして い た 。

　第 2 に、教育実習や模擬授業 で 自分 の 思 い 通 り

の 教え方を発揮 で きる経験をした者 ほど、他者評

価 による教員資質得点が高か っ た。

　第 3 に、こ うした傾向は、他 の 複数の 変数を統

制 して もなお観察された。

　以上 の 知見 の 意義 は 、教員 と して の 資質の 形成

における教育実習や模擬授業の 重要腔を裏づ け た

だけに留ま らない 。教育実習や模擬授業とい っ た

教育実践の 中では、学生を相当程度信じて、学生

に思 い 通 りの 教え方を発揮 させ る経験を付与する

こ とで、学生 の 教員 と して の 資質を向上させ る こ

とが で きるの である。

　本発表で は、教育実習や模擬授 業に おける学生

の 裁量発揮経験の光の 部分に主 に焦点をあ て たが、

今後 は 当該経験に影の 部分がない か （「意図せ ざる

結果」 がない か ）詳細 に検討す る必要があるだろ

う。
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